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＜第 2回 竜神地域会議 会議録＞ 
 

日 時  令和５年 5 月 30 日（火） １９：００～２０：３０ 

場 所  竜神交流館  多目的ホール 

出席者  委    員   １8 名 

事  務  局   吉澤副支所長、天野担当長、山本主査、山口書記 

オブザーバー 杉本市議 

 

１ 会長あいさつ〈省略〉 

 

２ 新任委員紹介〈省略〉 

 

３ 竜神地域会議の予定 

 ・事務局より予定の変更点を説明 

 

４ 報告事項 

（１） 第 1 回竜神地域会議 会議録について〈省略〉 

 

（２） わくわく事業見学について 

 ・事務局より、見学希望の場合は支所で日程調整をするので、希望を電話かメールで支

所に連絡するよう依頼 

 

（３） 令和 5 年度防災事業 ❷防災啓発チラシについて 

 ・チラシの趣旨と 7 月の回覧を予定している旨説明 

 

５ 協議事項 

（１）提言について 

 ・事務局より提言関連スケジュールと関係部局イメージ、前回からの変更点について 

説明 

 

（２）提言書（案）の最終確認について 

 ・配布した提言書（案）を 10 分ほど時間をとり、各自熟読。その間に「交通安全危険

箇所マップ」の参考例として、小清水小学校区の危険箇所マップを回覧。 

 ・取り組み内容の「地域の取組」「行政への期待」に優先順位をつけるのか、つけない

のか、取組内容を一部削るのか、削らないのかを議論。 

  会長からの意見（一部抜粋） 

 ▶優先順位は、今後具体的な取り組みを決めていくうえでつけていけばよい。 

 ▶取組内容は現在から継続のものもあるので、このままで良い。 

 

  委員からの意見（提言書全体に関して）（一部抜粋） 

 ▶この提言書でどういった回答を期待しているのかわからない。 

 ▶具体的な危険箇所の場所が書いていないと、提言をしてもどこのことを言っている 

かわからないのではないか。 
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→事務局より回答 

 提言は竜神地域の想いを市長（行政）に伝え、竜神の課題を把握・意識してもらう

ものであり、具体的な内容や場所は今後の取組内容を決めていく際に活かしていく。 

 

▶一旦市長に提言書を出してみないと何も進まないので、このまま提言してみればよ

い。 

▶平成 29年から市内の交通事故数ワースト 1というのを一番市長にわかってもらい

たい。 

▶交通事故マップの事故原因などは警察から市へフィードバックされているのか。そ

の情報があるなら、今後の議論で活用していけば良い。 

▶提言は目指す姿を言っているだけであって、これを少しずつ掘り下げた内容を今後

出していかないといけない。長期にやらなければならないことなので、大変だと思

うが、これからひとつずつ具体的な意見を出していけばよい。 

  

事務局から説明 

  ・意見をふまえて提言書の最終版を作成し、各委員へ郵送する。 

   


